
自治体で開設、運営と発信普及は市民と共に

①現在地周辺の小さな情報がすぐ手に入る

②今からでも参加できる安心なイベント情報

③ シンプルな操作で多世代が利用中

地図検索 カレンダー検索

ウェルビーイングを全市民が体現する

地域参加に特化したCEP(コミュニティ・エンゲージメント・プラットフォーム)の実装

R4尾道市実証実験

ためま株式会社



メインスタッフ

ためま株式会社
設立 2014年 5月

オフィス所在地

中四国事務所：広島市中区本川町3-1-5 ポートインク内

関西事務所：神戸市中央区浪花町56 起業プラザひょうご内

東北事務所：宮城県富谷市富谷新町95番地 TOMI+内
コープこうべ

協力パートナー

チーム構成：多彩な経験のスタッフ

清水義弘

GISシステム開発会社、米国NY日系商社でSE。

子育て期の孤立の原体験、東日本大震災ボラをきっ

かけに設立。

沖本恒輝

工業大学大学院卒、国際会議（AROB 2016, 

2017）発表の経験

和田菜水子

社会福祉協議会の職員としてH26豪雨災害支援

青年版国民栄誉賞「人間力大賞」受賞者

岩崎由利子

トロント大学の学生チームとカナダ大使館向け新規事

業の計画立案、日本の高校生とインドネシアの学生ら

が協働で行うSDGsプロジェクトのサポーター

清水義弘 CEO 元SE、総務省地域力創造アドバイザー

沖本恒輝 CTO サーバサイド開発・分析担当

和田菜水子 広報営業担当

岩崎由利子 営業担当、多文化担当

清水尚美 デザイナー

北川浩也 ユーザサイド開発担当

池田雅絵 webサイト運用担当

三井遼平 運営支援

齋藤知幸 TOMI＋コンシェルジュ

曽根亜魅 TOMI＋スタッフ

元木昭宏 外部アドバイザ コミュニティ・プランナー

西本卓也 外部アドバイザ 開発統括、博士

山滝佳子 外部アドバイザ 経営戦略・MBA

2022年3月現在計14名

※利用者写真（2018年10月）神戸市長田区



国連プログラムに、地域コミュニティ分野で日本で唯一採択



実証事業の背景



世界は知れても近所はわからない

多世代多様な住民の活動

受け入れる寛容性

コロナ禍と物価高騰が
子育て世代を直撃



「ためまっぷ」の解決策



⚫GPSと連動

⚫イベント情報(チラシなどのデータ)と地図情報を

ひもづける

⚫子育て向け電子掲示板に、子ども食堂の主催

者が自身で掲出



取り組み概要

閲覧ユーザー

統括管理課

原課

①

イベント

＋

地図

②

地域資源

＋

地図

③

投稿団体

プロフィール

または

ミニホーム

ページ

団体の

お知らせ

運営の

お知らせ

民間活動

投稿団体

インバウンド観光、スマートシティ・データ連携、SDGs機能

サイト管理

参照確認

経路探索

SNS共有

評価・保存

*参加申込み

*団体連絡

*参加記録
投稿更新

投稿更新

投稿更新

民間団体に登録推奨

投稿促進

基盤整備

投稿促進
普及促進

口コミ普及

自治体

当事者性

運用

民間団体

推薦

団体登録



GPSで近所情報

を取得

広報

住民

権限の付与

主催者

地域参加

人のつながり

パートナー

主に自治体

地域活動を掲載地理認識

特許技術

市民が投稿できる「地域参加のため」の掲示板

①主催者の発信で

情報量が増える

②安全な情報を

リアルタイム

③近くの情報に

絞り込める *特許

自律分散で、行政省力化と住民生活向上の両立全情報が地図上に可視化・絞り込みが可能（特許）

•自治会（各部会）

•市民活動団体

•民生・児童委員

•公共施設・団体

•社会福祉協議会

など



今日

明日

明後日



投稿の

必須項目は
たった３つ



今日も明日も



地図で探せる



関連メディア ポジショニングマップ

消費型

メディア

参加型

メディア

情報選択が「発信者」にある

町の掲示板

地域SNS

プル メディア

プッシュ メディア

情報選択が「ユーザー」にある

地域掲示板（≠ＳＮＳ）

リアルな参加を生む活性型

コミュニティの創出メディア



実証実験の実施と成果



「ためまっぷ尾道」として、サイト立ち上げ・コンテンツ掲載・部分的認知普及を実施



こども食堂側（情報発信側） 利用状況アンケート結果



1. 操作はスマホで簡単にできた。動画がアップできない。

LINEの参加予約では、場所がわからないと電話がかかってくる。

ためまっぷは地図でナビにもなるのでいい。予約不要な食堂も再

開するので今後活用していく。遠くから来る人（※子ども食堂

ニーズが高く、現在見つけづらい）がいるので、近くで行き場が

探せる「ためまっぷ」を勧めている。他、キューピーの助成情報がう

れしかった。子育て支援センターの個別チラシも、年間を通した行

事も多く、デザインを6施設で使い回せるので自分たちが作れそう。

2. 操作は問題なかった。ためまっぷのチラシを配布。実証を開始し

て新規の参加者が増えた。

いろいろなものに使えるサービスだと思う。

3. 投稿や編集は簡単だった。説明会で理解できた。検索で出てこ

なくて手間取った。

4. 投稿や編集は簡単だった。今後活用していく。

5. 投稿は簡単だった。

1. SNS併用を知らなかった。コロナ禍で発信を自粛していた。今後投稿していく。

2. SNS併用を知らなかった。今後投稿していく。

3. SNSなどで事後報告はしているが、参加者数ではなく質を重視したいので、告知の

必要がない。既存利用者が中心。



稼働中のこども食堂

8団体中 7団体が今後も活用の意向



利用者側（住民側） 利用アンケート結果

利用者へのインターネットアンケート 回答 9人





アンコンシャス・バイアスとして

推測すると2～3倍に捉えるべき



アンコンシャス・バイアスとして

推測すると2～3倍に捉えるべき



尾道市の子育て環境のNPSスコア

-44.4pt
NPSベンチマーク調査では、トップは0から-20前後、平均は-30から-40前後



尾道市の子育て環境は良好ではなく

インクルーシブな生活情報基盤及び

支援施策検討のためのヒアリング

が早急に必要



今後の展開・成果



県全域のこども食堂対象のリアルタイム情報 – こども食堂・居場所
2023.4～
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